
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
を
使
っ
た

真
っ
赤
な
ド
ラ
イ
カ
レ
ー

が
、
広
島
県
廿
日
市
市
の
小

学
校
の
給
食
に
登
場
し
た
。

１４
日
、
廿
日
市
市
内
４
つ

の
小
中
学
校
で
提
供
さ
れ
た

の
は
、
広
島
県
が
進
め
る
食

育
事
業
「
ひ
ろ
し
ま
給
食
１

０
０
万
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
特
別
賞
を
受
賞
し
た
「
ま

っ
赤
な
℃
℃
℃
ド
ラ
イ
カ
レ

ー
」
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

広
島
に
ち
な
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー

を
生
徒
が
考
案
す
る
も
の

で
、
今
回
の
メ
ニ

ュ
ー
は
広
島
県
と

協
定
を
結
ぶ
カ
ゴ

メ
が
、
応
募
の
あ

っ
た
５
千
１
の
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
選
出

し
た
。

大
野
東
小
学
校

６
年
生
の
林
凜
咲

さ
ん
が
考
案
。
廿

日
市
市
の
小
学
生

が
賞
を
獲
得
し
た

の
は
今
回
が
初
め

て
。
ネ
ー
ミ
ン
グ

に
は
広
島
カ
ー
プ
の
今
年
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
�
℃

℃
℃
（
ド
ド
ド
）
�
を
取
り

入
れ
た
。

翌
１５
日
に
は
、
ゆ
め
タ
ウ

ン
廿
日
市
・
食
品
売
場
の
カ

レ
ー
エ
ン
ド
で
ル
ウ
な
ど
と

一
緒
に
「
カ
ゴ
メ
基
本
の
ト

マ
ト
ソ
ー
ス
」
を
並
べ
、
同

メ
ニ
ュ
ー
の
試
食
販
売
を
展

開
。
県
内
の
イ
ズ
ミ
全
店
で

も
販
促
を
実
施
し
た
。

カ
ゴ
メ
中
四
国
支
店
・
営

業
推
進
課
の
矢
花
厚
課
長
は

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て

「
フ
ラ
イ
パ
ン
を
使
い
１０
分

で
調
理
で
き
る
時
短
メ
ニ
ュ

ー
。
野
菜
も
た
く
さ
ん
使
っ

て
い
る
」
と
特
徴
を
説
明
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
賛
し

て
も
ら
え
る
量
販
店
も
増
え

て
お
り
、
今
回
は
学
校
給
食

と
店
頭
を
連
動
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
も
地
域
に

根
差
し
た
産
学
官
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

世
間
話
で

「
週
末
の
家

族
サ
ー
ビ
ス

は
」
と
聞
く

の
は
常
套
句

だ
。
家
人
か

ら
も
「
た
ま

に
は
家
族
サ
ー
ビ
ス
し
て

よ
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
閉

口
し
て
い
る
読
者
も
多
い

と
思
う
。
こ
れ
ま
で
、
一

家
を
支
え
る
働
き
手
が
な

ぜ
「
サ
ー
ビ
ス
」
し
な
く

て
は
い
け
な
い
の
か
、
と

ず
っ
と
感
じ
て
き
た
。

「
こ
ち
ら
が
サ
ー
ビ
ス
し

て
欲
し
い
く
ら
い
だ
」
と

は
怖
く
て
口
が
裂
け
て
も

言
わ
な
い
け
れ
ど
、
こ
の

言
葉
に
対
す
る
違
和
感
は

ず
っ
と
あ
っ
た
▼
詰
ま
る

と
こ
ろ
「
家
族
サ
ー
ビ

ス
」
と
い
う
言
葉
が
悪
い

の
で
あ
る
。
家
族
と
楽
し

い
時
間
を
共
有
す
る
と
い

う
行
為
に
、
「
サ
ー
ビ

ス
」
と
い
う
言
葉
は
そ
ぐ

わ
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
の
究

極
の
目
的
は
「
顧
客
満

足
」
。
家
族
は
血
族
で
あ

り
、
も
っ
と
も
大
切
な
運

命
共
同
体
だ
。
そ
の
中
に

「
サ
ー
ビ
ス
」
を
持
ち
込

む
な
ら
ば
、
家
族
の
意
味

が
消
失
す
る
▼
そ
れ
で
も

「
家
族
サ
ー
ビ
ス
」
を
求

め
ら
れ
た
ら
、
三
波
春
夫

で
は
な
い
が
、
神
様
に
ど

う
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
考

え
る
し
か
な
い
。
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
有
形
・
無

形
の
能
力
や
気
遣
い
を
総

動
員
し
て
行
う
。
だ
が
、

企
業
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
と

同
じ
く
、
で
き
得
る
範
囲

で
行
わ
な
け
れ
ば
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
成
立
し
な
い

し
、
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で

き
な
い
。
対
価
以
上
の
サ

ー
ビ
ス
は
し
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
▼
従
っ
て
、

夫
は
で
き
る
範
囲
で
家
族

に
愛
情
を
注
ぐ
。
「
愛
情

表
現
は
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

形
で
や
る
も
の
で
は
な
い

の
だ
」
と
家
人
に
告
げ
た

ら
「
阿
呆
ら
し
い
」
と
そ

っ
ぽ
を
向
か
れ
た
。
「
家

族
サ
ー
ビ
ス
」
は
げ
に
難

し
い
。

２
０
１
８
年
飲
料
業
界
は
、

記
録
的
な
猛
暑
で
夏
場
に
過
去

最
高
の
出
荷
量
を
記
録
し
た
。

年
間
生
産
量
は
４
年
連
続
で
過

去
最
高
を
更
新
し
、
生
産
者
販

売
金
額
は
初
の
４
兆
円
の
大
台

突
破
が
確
実
視
さ
れ
る
一
方
、

物
流
・
収
益
面
で
は
大
き
な
課

題
を
残
す
一
年
と
な
っ
た
。

�������������

猛
暑
に
よ
る
需
要
急
増
と

西
日
本
豪
雨
を
は
じ
め
と
す

る
自
然
災
害
に
起
因
す
る
物

流
の
混
乱
が
重
な
っ
た
こ
と

で
、
人
海
戦
術
や
ト
ラ
ッ
ク

の
急
場
の
確
保
、
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
な
輸
送
な
ど
を
余
儀
な

く
さ
れ
収
益
を
逼
迫
さ
せ

た
。飲

料
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
夏
場

の
最
需
要
期
に
備
え
て
冬
場

か
ら
作
り
貯
め
を
行
い
、
消

費
地
に
近
い
と
こ
ろ
に
在
庫

し
て
お
く
の
が
定
石
。
こ
の

た
め
物
流
量
が
多
く
、
加
え

て
、
商
品
１
つ
１
つ
が
重
た

く
、
移
動
距
離
も
長
い
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
物
流
の

混
乱
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け

や
す
い
業
界
と
言
え
る
。

「
猛
暑
で
商
品
が
良
す
ぎ

る
く
ら
い
に
回
転
す
る
中
、

こ
れ
に
対
応
す
べ
く
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
と
海
上
輸
送
に
変
え

て
利
益
度
外
視
で
商
品
を
運

ぶ
こ
と
に
専
念
し
た
。
想
定

外
だ
っ
た
の
は
九
州
で
品
薄

に
な
っ
た
こ
と
で
、
沖
縄
県

名
護
市
に
あ
る
飲
料
生
産
工

場
か
ら
鹿
児
島
へ
海
上
輸
送

し
て
最
大
限
努
力
し
た
が
対

応
し
き
れ
ず
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
」
と
振
り
返
る
の

は
伊
藤
園
の
本
庄
大
介
社

長
。同

社
は
今
後
も
想
定
外
の

天
災
は
起
こ
り
得
る
と
の
見

立
て
の
下
「
わ
れ
わ
れ
に
は

協
力
工
場
が
全
国
４８
か
所
以

上
あ
る
。
工
場
と
物
流
本
部

で
、
つ
く
る
べ
き
商
品
と
ど

こ
に
運
ぶ
か
を
再
構
築
し
、

し
っ
か
り
お
客
さ
ま
の
と
こ

ろ
に
わ
れ
わ
れ
の
商
品
が
届

く
よ
う
に
し
て
い
く
」
。

ア
サ
ヒ
飲
料
の
岸
上
克
彦

社
長
も
「
来
年
に
向
け
た
考

え
方
と
し
て
は
、
工
場
と
倉

庫
の
配
置
、
物
流
の
距
離
を

一
か
ら
見
直
し
、
今
年
の
よ

う
に
お
客
さ
ま
に
ご
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

し
て
い
く
」
と
述
べ
る
。

大
手
メ
ー
カ
ー
の
製
造
拠

点
で
西
日
本
豪
雨
が
直
撃
し

た
の
は
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ

ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
。
本
郷

工
場
（
広
島
県
三
原
市
）
と

隣
接
の
物
流
拠
点
が
浸
水
し

災
害
に
よ
る
損
失
７９
億
円
を

特
別
損
失
に
計
上
し
た
。

吉
松
民
雄
社
長
は
、
年
間

で
安
定
し
た
気
候
と
さ
れ
る

エ
リ
ア
で
の
被
災
を
受
け

「
水
災
の
保
険
は
あ
る
が
基

本
的
に
は
保
証
の
上
限
額
が

大
変
厳
し
く
、
掛
け
金
が
高

い
。
し
か
し
、
実
際
に
こ
う

い
う
状
況
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
全
製
造
拠
点
を
含
め
再
度

検
討
し
て
い
く
」
と
語
っ

た
。物

流
費
の
高
騰
に
つ
い
て

は
費
目
ご
と
の
対
応
を
検
討

す
る
。
「
庫
内
作
業
費
用
、

拠
点
間
の
移
送
・
輸
送
費

用
、
セ
ー
ル
ス
セ
ン
タ
ー
へ

の
輸
送
費
用
な
ど
の
各
部
門

で
今
や
れ
る
こ
と
を
考
え
、

次
年
度
の
事
業
計
画
に
し
っ

か
り
反
映
さ
せ
て
い
く
」
と

説
明
し
た
。
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国
分
グ
ル
ー
プ
は
次
年
度

（
１９
年
１２
月
期
）
か
ら
成
長

分
野
へ
の
人
材
シ
フ
ト
に
定

量
目
標
を
設
け
る
。
Ｂ
Ｐ
Ｒ

に
よ
っ
て
省
力
化
が
進
ん
だ

既
存
部
門
の
戦
力
を
将
来
性

の
高
い
海
外
事
業
な
ど
に
計

画
的
に
振
り
向
け
る
こ
と

で
、
成
長
戦
略
を
加
速
さ
せ

る
。国

分
グ
ル
ー
プ
は
１４
～
１５

年
度
に
実
施
し
た
グ
ル
ー
プ

内
再
編
（
卸
基
盤
再
構
築
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
総
仕
上
げ

と
な
る
「
シ
ン
プ
ル
な
業
務

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進

中
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
て
経
理
・
営
業
サ
ポ
ー
ト

業
務
の
集
約
・
合
理
化
を
進

め
る
傍
ら
、
今
年
は
Ｒ
Ｐ
Ａ

（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ

ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）

に
よ
る
定
型
業
務
の
自
動
化

や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
向

け
た
Ｉ
Ｔ
投
資
を
本
格
化
さ

せ
て
い
る
。

生
産
性
の
向
上
に
よ
っ
て

人
手
不
足
へ
の
対
応
力
を
高

め
つ
つ
、
進
行
中
の
長
期
５

か
年
計
画
で
成
長
分
野
に
位

置
付
け
る
戦
略
５
業
態
（
�

健
康
・
介
護
�
ネ
ッ
ト
／
通

販
�
中
食
�
外
食
	
メ
ー
カ

ー
）
に
人
的
資
源
を
振
り
向

け
る
の
が
狙
い
だ
。

既
に
施
設
給
食
向
け
戦
略

物
流
拠
点
の
責
任
者
に
中
堅

営
業
担
当
者
を
抜
擢
す
る
な

ど
、
従
来
の
食
品
卸
の
常
識

に
と
ら
わ
れ
な
い
異
動
も
散

見
さ
れ
る
が
、
次
年
度
は
既

存
事
業
領
域
か
ら
の
異
動
人

数
に
つ
い
て
定
量
目
標
を
設

け
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
戦

力
再
配
置
を
加
速
。
「
生
産

性
向
上
の
成
果
を
確
実
に
引

き
出
す
」
（
国
分
グ
ル
ー
プ

本
社
社
長
・
國
分
晃
氏
）
考

え
だ
。

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
経
営
の

一
環
と
し
て
強
化
部
門
へ
の

人
材
シ
フ
ト
を
掲
げ
る
企
業

は
多
い
が
、
具
体
的
な
異
動

目
標
を
経
営
計
画
に
織
り
込

む
ケ
ー
ス
は
珍
し
い
。
Ｒ
Ｐ

Ａ
な
ど
の
生
産
性
向
上
技
術

が
高
ま
る
中
、
新
た
な
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
手
法
と
し
て
注
目

を
集
め
そ
う
だ
。
















国
分
Ｇ
本
社
國
分
晃
社
長

店
頭
販
促

給
食
に
登
場

日
本
製
粉
グ
ル
ー
プ
は
、

プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
の
海
外
展
開

を
加
速
さ
せ
る
。
中
国
で
は

か
ね
て
か
ら
建
設
を
進
め
て

い
た
、
上
海
金
山
日
粉
食
品

有
限
公
司
（
以
下
、
金
山
日

粉
）
の
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
工
場

が
稼
働
。
タ
イ
で
は
、
現
地

法
人
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
（
Ｔ
ｈ
ａ

ｉ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
）
Ｃ
ｏ
��
Ｌ
ｔ

ｄ
（
以
下
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
社
）
の

プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
生
産
能
力
増

強
が
完
了
。
成
長
す
る
ア
ジ

ア
市
場
に
お
い
て
、
プ
レ
ミ

ッ
ク
ス
の
事
業
展
開
を
拡
大

す
る
。

中
国
で
は
既
存
の
上
海
日

粉
食
品
有
限
公
司
に
続
き
、

金
山
日
粉
の
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス

工
場
（
年
間
生
産
能
力
８
千

４
０
０
ｔ
）
が
１０
月
に
稼
働

を
開
始
し
た
。
投
資
額
は
約

１７
億
円
。
こ
れ
に
よ
り
、
中

国
で
の
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
生
産

能
力
は
約
２
・
３
倍
に
拡
充

し
た
。

タ
イ
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
社
に
お

い
て
８
千
ｔ
の
生
産
能
力
を

増
強
。
生
産
能
力
は
２
万
８

千
ｔ
と
な
り
、
倉
庫
新
設
、

工
場
事
務
所
の
増
設
も
完
了

し
た
。
投
資
額
は
約
４
億

円
。
タ
イ
Ｎ
Ｐ
Ｔ
社
で
は
、

冷
凍
食
品
工
場
の
建
設
も
検

討
し
て
お
り
、
生
産
体
制
の

強
化
と
と
も
に
、
タ
イ
で
の

事
業
展
開
を
加
速
さ
せ
る
。

中
国
、
タ
イ
を
は
じ
め
ア

セ
ア
ン
地
域
で
は
経
済
発
展

に
伴
い
、
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
製

品
の
需
要
が
年
々
高
ま
っ
て

い
る
。
日
本
製
粉
グ
ル
ー
プ

で
は
旺
盛
な
需
要
に
対
応

し
、
両
国
の
販
売
会
社
で
あ

る
上
海
日
粉
総
合
貿
易
（
中

国
）
、
Ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ

Ｆ

ｌ
ｏ
ｕ
ｒ

Ｍ
ｉ
ｌ
ｌ
ｓ

（
Ｔ
ｈ
ａ
ｉ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
）
Ｌ

ｔ
ｄ
（
タ
イ
）
と
と
も
に
、

高
品
質
な
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
製

品
を
安
定
的
に
供
給
し
て
き

た
。従

来
は
、
現
地
に
進
出
す

る
日
系
加
工
メ
ー
カ
ー
向
け

が
中
心
だ
っ
た
が
、
近
年
で

は
現
地
市
場
で
の
展
開
が
広

が
り
、
今
回
の
生
産
能
力
増

強
に
よ
っ
て
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス

の
海
外
展
開
を
加
速
さ
せ

る
。
ま
た
同
社
グ
ル
ー
プ
で

は
、
他
の
海
外
事
業
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
強
化
し
、
海

外
に
お
け
る
さ
ら
な
る
業
容

拡
大
を
図
る
と
し
た
。

■
上
海
金
山
日
粉
有
限
公

司

▽
所
在
地
�
中
華
人
民

共
和
国
上
海
市
金
山
工
業
区

▽
資
本
金
�
１
千
２
０
０
万

米
�
（
日
本
製
粉
１
０
０

％
）
▽
代
表
者
�
董
事
長
兼

総
経
理
・
中
橋
和
久
▽
事
業

内
容
�
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
製
品

の
製
造
▽
敷
地
面
積
�
１
万

５
千
�
▽
生
産
能
力
�
８
千

４
０
０
ｔ
▽
稼
働
時
期
�
１８

年
１０
月

■
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
（
Ｔ
ｈ
ａ

ｉ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
）
Ｃ
ｏ
��
Ｌ
ｔ

ｄ

▽
所
在
地
�
タ
イ
国
パ

ト
ン
タ
ニ
県
ナ
ワ
ナ
コ
ン
工

業
団
地
▽
資
本
金
�
２
億
バ
ー

ツ

（
日
本
製
粉
１
０
０
％
）
▽

代
表
者
�
取
締
役
社
長
・
齋

藤
浩
二
▽
事
業
内
容
�
プ
レ

ミ
ッ
ク
ス
製
品
の
製
造
▽
敷

地
面
積
�
２
万
４
千
�

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
Ｒ
Ｔ
Ｄ

（
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
）
ブ
ラ
ン

ド
「
ア
サ
ヒ
贅
沢
搾
り
」
の

販
売
数
量
が
１２
月
中
旬
に
４

０
０
万
箱
（
２
５
０

×
２４

本
換
算
）
を
突
破
し
た
。
３

月
発
売
か
ら
好
調
に
推
移

し
、
１
か
月
で
１
０
０
万
箱

を
突
破
。
当
初
年
間
目
標
の

２
０
０
万
箱
は
４
月
末
に
３

０
０
万
箱
へ
、
８
月
末
に
は

４
０
０
万
箱
へ
上
方
修
正
し

て
い
る
。

同
社
の
調
査
で
は
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
「
果
汁

感
」
「
果
実
感
」
「
果
汁
の

み
ず
み
ず
し
さ
」
な
ど
が
あ

り
、
「
果
実
１
／
２
個
分
の

果
汁
」
「
果
汁
を
た
っ
ぷ
り

使
用
」
と
い
っ
た
中
身
へ
の

満
足
度
も
高
い
と
す
る
。

店
頭
の
み
な
ら
ず
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
デ
ジ
タ
ル
で
の
発
信
や

販
促
も
認
知
率
向
上
に
効
果

的
だ
っ
た
と
み
て
お
り
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
マ
イ
レ
ー
ジ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
サ
ン
プ
リ
ン

グ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
終

了
後
の
継
続
購
入
に
貢
献
し

た
と
い
う
。
１８
日
に
は
「
同

期
間
限
定
ブ
ラ
ッ
ド
オ
レ
ン

ジ
」
を
投
入
し
て
い
る
。

同
社
は
福
島
工
場
に
、
ビ

ー
ル
類
な
ど
を
製
造
す
る
既

存
の
ラ
イ
ン
で
Ｒ
Ｔ
Ｄ
製
造

を
可
能
に
す
る
設
備
投
資

（
１４
億
円
）
を
実
施
す
る
と

し
て
お
り
、
ま
た
調
合
タ
ン

ク
や
カ
ー
ボ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設

備
を
導
入
し
て
１９
年
３
月
以

降
順
次
製
造
を
始
め
る
。
こ

れ
ら
の
投
資
に
よ
り
、
Ｒ
Ｔ

Ｄ
製
造
能
力
は
１８
年
比
約
２

割
増
と
な
る
。

（次点） 地サイダー・地ラムネ、催事や銭湯企画などで需要拡大

（１０） 食品ロス削減に向けて、全清飲が「賞味期限年月等表示
化」自主ガイドラインを策定・公表

（９） 自販機の付加価値サービスが加速（スマホアプリ活用、温
度帯、異業種コラボなど）

（８） ＨＡＣＣＰ制度化を受け「清涼飲料水の製造における衛生
管理計画手引書」が完成

（７） 各社の市場参入と多様化でＰＥＴコーヒー拡大

（６） 西日本豪雨、北海道地震など被災地への飲料供給に業界が
協力

（５） 緑茶など茶系飲料が続伸。麦茶やほうじ茶の伸びが顕著に

（４） 炭酸水市場が１１年連続伸長。新製品も相次ぐ

（３） 全清飲が「プラスチック資源循環宣言」、２０３０年度ＰＥＴ
ボトル１００％有効利用目指す

（２） 自然災害で物流大混乱。西日本豪雨により鉄道網寸断、猛
暑も加わりトラック不足が深刻に

（１） 生産量４年連続で過去最高を更新、生産者販売金額は初の
４兆円突破へ

■２０１８年清涼飲料業界１０大ニュース■
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給食、売場と連動し提案

カ

ゴ

メ

中
四
国
支
店

再再
上上
方方
修修
正正
目目
標標
をを
突突
破破

Ｒ
Ｔ
Ｄ
で
新
た
な
設
備
投
資
も
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海海
外外
ププ
レレ
ミミ
ッッ
クク
スス
事事
業業
をを
拡拡
大大

日
本
製
粉

グ
ル
ー
プ

タ
イ
、中
国
で
生
産
能
力
増
強

国分グループ
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人人
事事
異異
動動
にに
定定
量量
目目
標標

成
長
分
野
へ
戦
力
振
り
向
け
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販販
売売
過過
去去
最最
高高
もも
災災
のの
一一
年年

夏
場

猛
暑
と
自
然
災
害
で
物
流
破
綻

「
気
温
低
下
遅
れ
低
調
な
出
だ
し
」

（
昆
布
茶
特
集

４
～
５
面
）

「
今
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
」

（
つ
け
も
の
版

８
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容
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